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つまり、最終的な見たままを画面上で編集し、視覚的にデザインしていく (WhatYou Ser 
































latex 1s.TEXの文書(ソース)ファイルをコンパイルし、 DVIファイルへ。 ASCII日
本語τEXl.η。
dvi2ps DVIファイルを POStSCIかtファイルへ。日本語化 dvi2ps・1.91j0 
xdvi DVIファイルを X-Window端末で見る。 xdvi-17+miyu.pateh。

























% 1atex s回 p1eマ
This is BigTeX， C Version 2.99 -j1.7e (no format pre1oaded) 





LaTeX error. See LaTeX manua1 for exp1anation. 








3. dviファイルを Postscript形式ファイルに変換。変換結果は標準出力に出るので、 UNIX
のリダイレクションを使ってファイルへ落す。
% dvi2ps sample > s祖 ple.psマ
ただし、 sample.psというファイルが既に存在し、それを上書きしたい場合は、
% dvi2ps s制 ple>! sample.psマ
4.印刷する以前に中身(刷り上がり)を確認する。 clviファイルを X-Windowの画面で表
示するには、
% xdvi s祖 pleマ
Postscriptファイルに変換した後で、中身を X
↑11文害フアイルの作成は必ずしも UNIXで行なわなくてもよいが、 UNIX上のテキストエディタとしては、
有名な emacs，UNIX標準の vi、そして、 emacs風キーアサインの簡易エディタ tinyが使える。
t12この例は、“item命令が抜けてるらしい、 77行目らしい"とメッセージが出ているので、それを参考に
間違いを探す。






イン windowの Fileメニューの中の、 Quitボタンをクリックすると終了する。
5. Postscriptファイルをプリンタに出力(印刷)する。これは、通常のテキストファイル
と同じく、 lprコマンドでよい。例えば、センター l階の入出力室の openaという名
前のプリンタへ出すには、






























llpt， 12pt 一基準の文字の大きさ。 1ポイントは約 0.35111l1lo 

































↑15ただし epsfile命令を使うには、先頭の documentstyle命令で epsfオプション指定が必要。 2.2節参照。







・関数のグラフ表示:指定した関数 (2次元の場合、 y= X2とか y= sin(;1:)とか)のグラ
フを表示する。例えば、
gnuplot> plot ト5:5]sin(x)マ
gnuplot> plot x**2，x料 3マ
は、 ν=sin(x)の2次元グラフで表示範囲を-5:; x :; 5としたもの、 y= .'1:2とν=1・3
を重ねたグラフ、をそれぞれ表示する。
・数値データのグラフ表示:一行に一点分のデータ (2次元の場合、 X座標と Y座標の
値)を書いたファイルを読み、グラフ表示できる。データファイル名を仮に sampleと
して、
gnuplot> plot 'sample' wi th line '7 
で折れ線表示する 0
・EPSファイルへの保存:例えば、
gnuplot> set view 60，120マ
gnuplot> set title "Imaginary part of complex square root function"マ
gnuplot> set terminal postscript portraitマ
gnuplot> set output "gnuplot.ps"マ
gnuplot> splot [-3:3] ト1:1]刑事2-y料 2，2句 *y，yマ
で、 splotの結果(表示)が、画面ではなく、指定したファイルへ EPS形式で保存でき
る。また、同様に
gnuplot> set terminal tgifマ
としておけば、次節の tgif-obj形式で保存できるので、 tgifで加工できる。
3.3 作画ツール




















図 2 gnuplotによる 3次元グラフ


























図 4 XeasyGraphicによる 2次元グラフ
• xpaint (xpaint-2.1) 
ペイントツールと呼ばれるもので、フリーハンドを基本とし、パソコン系のペイント
ブラシと同等の機能だそうである。スプレー(吹き付け)もできる。



























版↑220PBM， PGM， PPM， PNMという中間形式を介して、 GIF，TIFFから、 MacPaillt，










具体例として、 X-Windowの画面イメージに、 tgifで注釈をつけて最終的に EPS形式ファ
イルに保存するには、
1. xwdコマンドで、 X-Windowの画面(特定 Willdow)をXWD(Xl1Winclow Dump)形
式のファイルに落す。 xwdコマンドを打ったら、マウスポインタが+印に変わるの
で、取りたい window上まで移動させ、クリックするo
'l. xwd -fr祖 e-screen > my.xwdマ
2.XWD形式を一度、 EPS形式まで変換。
'l. xwdtopnm my.xwd I pnmdepth 255 I ppmtopgm I pnmtops -noturn > my.psマ
3. my.psをtgifの中の Fileメニューの中の Importボタンで作画領域へ取り込み、線や
文字で注釈をつけ、 3.3節の方法で、全体を EPS形式ファイルに出力する。

































4.文書ファイル (xxx.tex)を一度 late玄コマンドにかけ、 auxファイル (xxx.aux)を生成
する。



































































































• take your finished article file 
• add the style option eslides 
• ini tia1ize¥magnification and ¥conference 
• put some¥begin{slide}s and ¥end{slide}s 
aroundもheparもsyou want to presellt 















きたい。例えば、ツリー構造を書くには、 egtree(瓜 y)がある。図 5。
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A and B are the node records at. t.he 
start and end of the int..rnode being 
processed ‘st' is a reconl containing 
information ahout the cUl'I'ent. rungal 
poplIlatioll， position in 3-space， root 



























るようになった(内部的に τEXが利用されている)。通常、 xxxx.texiとか xxxx.tE'xinfo等
の名前のファイルであり、それを直接利用するのではなく、
• makeinfoコマンドを使って、 emacs系エディタ上でのオンラインマニュアルシステム
である info形式 (xxxx.info，xxxx.info-1，…)に変換できるので、それを、 ell1ae向上で
引く。
% makeinfo xxxx.texiマ
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